
平成 30 年度 エネルギー・環境教育プログラム開発 
 

三重大学教育学部附属中学校 教諭 中垣 尚子 
 
１．研究テーマ 

 『よりよい未来のために環境問題について考えよう』 

～プラスチックごみの削減を目指して～    
 

２．対象 三重大学教育学部附属中学校 ①中学２年生生徒 

②国際福祉活動部の部員 

 

３．教科 英語、委員会活動 

 

４．目的  

教科書の内容をきっかけに環境問題について考える。環境問題の中でも、自分たち

に身近で考えやすく、最近、話題となっているプラスチックごみを取り上げて考えさ

せる。自分たちの生活を振り返らせることで、身近なこととして問題意識を持たせや

すい題材と考えた。また、実際に自分たちができることを考える機会にしたい。 

 

５．授業計画 

（１）実施日と内容： 

① 平成 30 年 6 月（２時間） 

 ア 本文を通した内容理解（１時間） 

 イ 自分の生活の中で環境について取り組めることは何だろう？ （１時間） 

～できることから始めてみよう～ 

 ② 平成 30 年 10 月～12 月（放課後） 

  よりよい未来のために環境問題について考えよう 

～プラスチックごみの削減を目指して～    
 
６．授業実践 

①【英語】 

(中学 2 年生 英語の授業) 

１．教科書 P３０、３１の本文の内容を通して小笠原諸島とウミガメについて知る 

読解問題を通して本文の内容を読解する 

２．ウミガメを通して環境問題やプラスチック汚染につてパワーポイントを使って紹

介する 

３．【派生図】（１）プラスチックを使い続けたらどんなことが起こるか？ 

（班で取り組む） 

（２）最も危険、何とかしないといけないと思う問題を〇で囲む 

【動画】refuse the straw の活動を紹介する 

  【派生図】最も危険な問題について、自分たちにできることを考える 

  【宣言】自分にできることを宣言する＆キャッチコピーを考える 

 

 

 



 

（使用した教科書） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（授業中、派生図を使って班で話し合う様子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が班で取り組んだワークシート【宣言】 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が班で取り組んだワークシート【派生図】 

 

②【国際福祉活動部】 

(中学１～３年生) ※放課後使用 

１．ウミガメを通して環境問題やプラスチック汚染につてパワーポイントを使って    

紹介する 

２．未来ジパングなどの動画やテレビの映像を紹介する 

３．プラスチックの環境汚染についてワークシートを使って考える 

①生活の中で使用されているプラスチックにはどんなものがあるか？ 

  ②このままプラスチックを使い続けることで起こる問題は何か？ 

  ③使い捨てプラスチック削減に向け、どんな動きがあるか？ 

  （１）日本の動きにはどんなものがあるか？ 

  （２）世界の動きにはどんなものがあるか？ 

  ④プラスチック削減に向けて自分たちができることは何？ 

   それぞれのテーマについてグループ（クラスごとの縦割り）ごとに模造紙に   

   書き出す 

  【回し読み】アイデアを書き足していく 

４．プラスチックごみに関する問題と削減に向けてできること（日本の動きと世界 

の動き）を全校生徒に紹介する  ※文化祭にて 

５．【ギャラリー方式】【シールで投票】グループでまとめた模造紙を展示し、参 

加者に追加情報をペンで追加してもらったり、「４．①生活の中で使用され 

ているプラスチックにはどんなものがあるか？」の中で、なくてもよいと思 

うものにシールを貼ってもらったりした。 ※文化祭にて 

６．【テレビ会議】アートマイルプロジェクトを通して交流しているサウジアラビ  

アの学校に自分たちが調べた内容について発表した。 

７．【絵でメッセージを発信】プラスチックの削減に向けて、持続可能なよりよい 



地球にしていくというメッセージを込めた絵をサウジアラビアの学校と共 

同作成している。 

 

 

 生徒が取り組んだワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ワークシートの答えをグループごとに模造紙にまとめ、その後、回し読みをしながら全体で意

見を共有した。 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
留学生を招いて、サウジアラビアとのテレビ会議に向けて、プレゼンテーションのリハーサル 
 
 
 
 
 
 



 
 
【文化祭での舞台発表】「プラスチックごみについて」と「サウジアラビアの紹介」 
 
 
 
 
 
 
 

 
 【文化祭の展示発表にて】 
                         活動部員が参加者に説明、紹介し   

た。 
                         参加型で行い、参加者に意見を追 

加してもらったり、賛同する意見 
にシールを貼ってもらったりし 
た。 

 
 
【テレビ会議】サウジアラビアの生徒にプラスチックごみについて発表した 
 
 



 
【アートマイル】絵を完成させてサウジアラビアに送った。【中日新聞】取り組みが掲載された   
 

７．課題と成果 

・プラスチックに関する問題がタイムリーであったため生徒に紹介するのにちょうど  

よいテレビ番組や資料を探すことができた。視聴覚資料を提示できたので、生徒に  

は分かりやすかった。また、題材がプラスチックという身近なものであったので考 

えやすかった。 

・サウジアラビアの生徒や文化祭での発表など伝える相手がいたのが取り組む生徒の 

モチベーションになった。 

・委員会で取り組むという授業以外のスタイルでもなんとか取り組めることが分か 

ったが、時間がないため、教員側で準備しなければならないことが多かった。もっ

と余裕を持って、生徒が主体的に進められる活動が増やせればよかった。 

・今回は知ってもらい、広めることが中心になっていたので、次回は実際に学校全体  

で取り組む活動を進めるところまで目指せるといいと思った。 

 


